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調査分析―中国における日系企業の事例分析―」を投稿した（平成 30 年 3 月 18 日現
在、投稿中）。さらに、平成 30 年 2 月 14 日に開催した本学経営学研究科主催の論文発
表会において発表を行い、参加した本学院生と専任教員から一定の評価を得た。これら
によって、王氏は予備審査の段階で課された学位論文提出に関する条件を達成した。 
それでも、本論文の文献レビューとアンケート調査分析には、修正が必要な個所が多
分に残されている。文献レビューに関しては、論点が不明瞭かつ冗長であるので、論点
を整理し不必要な部分を削除する必要がある。そして、アンケート調査分析に関して
は、主成分分析の指標の意味合いを見直す必要があるものがある。さらに、グループ間
の比較分析結果を十分に解釈・表現できていない部分も見受けられる。他にも、細かな
指摘事項としては、不適切な引用や注、誤字脱字等が散見されている。ただし、本審査
委員会は上記の指摘事項は短期間での修正が可能であると判断している。 
その一方で、本論文はツングース文化が日本企業文化に与える影響など新規性を感じさせ
るものであり、実務面でも重大な示唆を与えるものである。本研究において特筆すべきは、
研究プロセスが着実かつ計画的に進められている点である。具体的には、本論文は文献研究
と事例研究から得た知見を統計的に検証するという流れで構成されている。王氏は、ツング
ース色が強い地域で操業する２つの製造業に属する会社でインタビュー調査とプレアンケ
ート調査を実施した。それらの結果を踏まえて、本格的なアンケートを実施し、主成分分析
等を用いて、一定の研究成果を導き出している。以上より、本論文は博士（経営学）の水準
に達したと判断されたものである。 
